
３

評価日 平成28年2月25日 評価日 平成28年3月1日

評価者・組織 学校評価委員会 評価者（いずれかに○）
学校運営協議会
学校評議員

分野 評価項目 自校の取組
アンケート項目・
各種指標

アンケート結果・
各種指標結果

分析
（成果と課題）

自己評価に
対する改善策

学校関係者評価に
よる意見

学校運営協議会・学
校評議員による改
善に向けた支援策

主体的に考え，
表現し，伝え合え
る能力の育成

各教科での言語活動の
さらなる充実    全クラス
授業公開の校内研究

児童の学習姿勢・話す・聞
く態度の変容・ジョイントプ
ログラムの結果

ジョイントプログラム国
語・算数の正答率が
２％上昇

読書の習慣化 １００冊読書の定着
朝読書の確実な実施

本を読んでいるかの意
識調査・読書冊数調査

読書１００冊全児童１０
０％達成 ⇒ ⇒

家庭学習の習慣
化

学校だよりによる啓発活
動

家庭での学習時間・家
庭での学習準備の仕
方

「３０分以上勉強してい
る」児童の割合は７０％

豊かな体験活動
の実践

ボランティア活動
農業体験

PTAや地域行事体験活
動をしたいと思います
か

「体験活動を希望する」
児童の割合は１００％

望ましい言葉づ
かい・進んで挨拶
の徹底

児童会を中心とした発信
と地域ぐるみの取組

子どもは望ましい言葉
づかい進んで挨拶がで
きていると思いますか

言葉づかい実現度は７
５％（保護者）挨拶実現
度は８７％（保護者） ⇒ ⇒

協働活動を通し
た豊かな心の育
成

・各活動で話し合いや協力の場を積極
的に作る　　・保護者・地域とのクリー
ンキャンペーンの実施

・家の仕事の手伝いをして
いますか
・きまりを守っていますか

「仕事できている」「きま
り」共に高学年９０％

基本的生活習慣
の確立

早寝・早起き・朝ごはん
の呼びかけ
健やかチェック実施

就寝・起床時刻・朝ご
はん食べているか

９時３０分まで就寝５
０％（児童）７時まで起
床１００％（高学年）朝
食摂取１００％（児童）体力の向上 ・全校遊びやスポーツ

を通した運動の習慣
化

・自分からすすんで体を動かしてい
ますか
・スポーツ参加状況及び体力テスト
の結果

・「うごかしている」児童
の割合は１００％
・参加児童数は１００％ ⇒ ⇒

⇒ ⇒
情報発信の充実 積極的なホームページ

の更新 学校ホームページへの
アクセス数

年間更新１３００回アク
セス数１４，０００回　一
昨年の２倍

４

平成２７年度　学校評価実施報告書

　２回目評価 学校名(　　　　静原小学校　　　　)

　・重点評価項目について評価・改善していくための個別評価項目の設
定
　・各項目にねらいを定めた取組の計画・実施
　・取組結果を検証するためのアンケート項目や各種指標の設定

・アンケート実施結
果，その他指標の結
果について整理

自己評価 学校関係者評価

1

確
か
な
学
力

・言語活動の充実によりに全
児童が主体的に感想や意見
を必ず話そうとするようになっ
た。授業づくりやジョイントプロ
グラムの結果にも効果が出て
きている。
・自分の課題を明確にして家
庭学習に取り組むようになっ
てきた。

・授業の中で結論を明らかに
してその理由を述べる取組を
さらに充実させる。
・帯時間の計算や読書、漢字
学習等の効果的な進め方に
ついて交流し全校レベルを上
げる。
・宿題の出し方・量について校
内で交流し全校１００％レベル
に近づける。

・学校で取り組んでいる
体験活動の後の児童の
感想発表がしっかりして
きている。「聞くこと」「話
すこと」大人数の中でも
できるようにし，思考・判
断力を伸ばしていただき
たい。

・言語活動の向上につな
がるよう体験活動の協力
をしていきたい。
・読書の習慣化について
は，学校運営協議会の
読書部会と連携していき
たい。

・健やかチェックを徹底する
ことで啓発につながる。子ど
もや親への意識改革に効果
があると思う。
・体を動かす楽しさをみんな
で共有できる取組を充実し
てほしい。

学校運営協議会の企画
委員会でスポーツ活動
の取組を考え，子どもの
体力向上をサポートす
る。

2

豊
か
な
心

・ただ体験をさせるのでなく、
取り組む目的や意義を児童が
自覚し、できるだけ主体的に
活動できるように進められて
きた。
・挨拶や言葉遣いにしても、児
童の自覚による行動化が見ら
れるようになった。
教職員の進め方が主体的に
なってきたことによる効果と考
える。

・「自覚的実行力」という言
葉が浸透しだして２年にな
るが，具体的にどう指導し
ていくか、児童自身もどう
することか一定の理解に
つながり行動に表れてき
た。さらに、全校レベルを
引き上げる。

・登下校時の見守り時や体
験活動・放課後まなび教室
等で児童を見ているが，自
分の課題に向かって取り組
む姿が増えている。
・協働の場面を通して児童
の役立ち間につなげ，自覚
的実行の意識を育てること
が大切。

・ボランティア活動やク
リーンキャンペーンなど
は，学校運営協議会の
体験活動部会がサポー
トしていく。
・学校運営協議会の活
動と学校教育活動の関
連付けを理事会でも考え
ていきたい。

・環境整備・維持が進んで
いる。
・生き方チャレンジ交流を
通して，中学進学を見据え
ての指導につなげられた。
・ホームページについて
は，各担任の作成が増加
した。各担任の取組の振り
返りにもつながっている。

・気づいたことを全校で共通理
解して環境整備していく。
・小中連携を深め、先を見据
えた指導に活かしていく。
・ホームページは，学年から
の発信をさらに、増やす方向
で更新頻度を上げる。

3

健
や
か
な
体

・早起きについて低学年の起
床は遅い。就寝時刻とあわせ
て７時まで起床を目指したい。
・体を動かすことが好きな児童
の割合が高まっている。

・保健室だよりだけでなく，学
級通信等でも積極的にトピッ
クとして取りあげる。
・運動能力の低位の児童が安
心して参加できるよう授業や
取組の工夫をしていく。

・環境整備について，防
災の避難場所としての整
備も大切。
・中学校に行っても自信
を持って取り組める児童
の育成をお願いしたい。
・ホームページは見て楽
しい内容になっている。

・環境整備について，防
災の避難場所としての整
備も進めていきたい。
地域ふれいあいコンサー
トなどの小中合同行事に
は，地域をあげて支援し
ていく。

　総括・次年度の課題

・確かな学力の定着に向けた取組は，自覚的実行力の具体化，課題を見つけ、課題に向かって取り組む事，体験活動の後の意見交流など，関係者評価において一定の評価をいただいた。今後も，さらなる取組の充実を図り，
　教員の目的意識を明確ににした授業構成等の改善を図っていく。
・学校評価を通じ，保護者や地域の方に本校の教育活動について，理解を深めていただくことができた。
・次年度に向けてアンケート項目と，学校教育目標との関連について点検が必要。
・小中９年間の教育を見据えて，小中学校で評価項目やアンケート項目を統一し，経年変化を見ていけるようにしていきたい。

4

独
自
の
取
組

学習環境整備・
安全管理
小中一貫教育

・学校安全ボランティア
登下校支援
・校内整備点検の実施
・小中合同研修会実施

・「学校は学習しやすい
か、安全か」
・小中合同研修会の実
施回数

・「学習しやすい」「安
全」共に実現度１００％
（保護者）
・授業研修会を実施
・生き方チャレンジとそ
の後の体験発表会交
流


